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神戸市では、自主防災組織である「防災
福祉コミュニティ（BOKOMI）」が市内191
地区で結成され、熱心な地域防災活動が実
施されています。
阪神・淡路大震災で学んだ「自助」「共助」

の精神で取り組まれているこの活動を、世界
各国で生かしていただこうと、神戸市消防局
では世界発信に取り組んでおります。
そういったなか、タイでコミュニティ防災を
広める支援をおこなっているJICA（国際協力
機構）から協力依頼を受け、平成24年12月
に現地で講演等をおこないましたので紹介し
ます。
●タイ　バンコク
タイは平成22年秋にチャオプラヤ川が溢
れ、800人を超える方が犠牲となったほか、
浸水により日本企業へ影響を与えたことは記
憶に新しいところです。
タイ政府はその後、コミュニティ防災活動
の実施ペースを上げることを目指し、この度
JICAの支援により防災ファシリテーターミー
ティングを開催することとなり、神戸の継続
的な地域の取り組み、ベトナムでのコミュニ
ティ防災を参考に、コミュニティ防災マニュ
アルを改訂することとなりました。
今回のファシリテーターミーティングの会場

は、タイの内務省防災局パトゥムターニ防災ア
カデミーという所ですが、ここは水害のときに
深いところで2mぐらい浸水したとのことでした。
●ファシリテーターミーティグ（12月12日）
ミーティング1日目は、神戸の防コミの訓練
事例や子どもたちに阪神・淡路大震災の教

訓を伝える防災教育などを紹介し、地域コ
ミュニティで継続的に防災に取り組む重要性
を訴えました。

引き続き、ベトナムの農業農村開発省の
方がJICAと連携してコミュニティ防災の普及
に取り組んだ事例を紹介されました。
●討論会（12月13日）
2日目は、神戸とベトナムの事例を参考に、

タイでのコミュニティ防災マニュアルの改訂に
向けて討論会が開催されました。地域活動
の支援をおこなうファシリテーターの役割が非
常に重要であると再認識されたように感じまし
た。　
今後はこの議論を踏まえ、マニュアルを見
直すとのことです。
この度、神戸市の地域の皆さまの熱心な
取り組みをタイでお伝えしましたが、今後のタ
イでの防災活動のヒントになり、減災につな
がればと思います。

（地域防災支援係　秋田稔之）

1月18日、雪の中の摩耶山天上寺でおこ
なわれた防火訓練に、天上寺自衛消防隊、
灘消防署、防災福祉コミュニティとともに灘
消防団も参加しました。摩耶山天上寺は昭
和51年1月30日の火災で一度焼失しました
が、現在では大部分の伽藍が再建されてい
ます。不幸な出来事を二度と起こさぬため、
気合を込めた訓練となりました。
金堂にて火災発生との想定で始まり、近

くの六甲山小学校の児童たちも避難訓練で
参加しました。自衛消防隊が兵庫県指定重
要有形文化財の待賢門院「紺紙金字妙法
蓮華経」を搬出。雪煙をもうもうと舞い上げ
到着した消防のヘリコプターから隊員が降下
し、負傷者を吊り上げ病院へ搬送。続く、
六甲山小学校児童たちの消火器取り扱い訓
練には、灘消防団も訓練指導で参加し、総
合消火訓練では消防隊や自衛消防隊と協力
して放水を開始。ヘリコプターも消火バケット
による散水で加わり訓練を終了しました。
●摩耶山天上寺の紹介
天上寺は、大化2（646）年、孝徳天皇

の勅願を受けたインドの高僧法道仙人により
開創されました。西山門右手にご神木の大
杉があります。続く参道では、春はウグイス、
夏はホトトギス、秋はヒグラシの鳴き声が響き、
脇に並ぶモミジは初夏には新緑、晩秋には

紅葉が鮮やかです。参道を登った「若ガエル
さま」の前では5月には珍しいハンカチの木に
花が咲き、6月の終わり頃からは沙羅の花が
咲き始めます。
堅牢な造りの鐘楼には、四季折々 33種

の花が鋳込まれた「華曼荼羅の鐘」が吊り下
げられ、除夜の鐘は参拝者もつけるそうです。
金輪堂のご本尊は、全国的に珍しい一字金
輪さま。併設の授戒堂には四面大日如来と
八日大師が、永代位牌堂には阿弥陀如来さ
まが、また全国唯一の摩耶夫人堂にはお釈
迦さまのご生母の摩耶夫人さまと、梵天・帝
釈天の両脇侍がまつられています。南側の
天空の大舞台から、晴れた日には淡路島や
明石海峡大橋、空気の澄んだ日には遥かに
小豆島まで望めます。

（灘消防団　団長　伊藤眞彦）
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